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m云(t)十7土(t)= Fy(t) + Efp(t)十ご(t) ? ? ???? 、 、
を考えるごは平均0分科併合)の白色ガウスノイズとする。時刻t=Oから h ナまでの
遷移を考え、 フィードパック勢果辻以下のように導入する。
1.時刻t= tA〆fiでt田昌の灘定を行う.(0三t!vhく...< tMi < ...く tM九三ァ)
2.相空間 rMi三件(t l1i) ， x( t Mi) )に対しう条件付き確率Pi(YilrMJで認定結果訴を得る.
3. Fy(t)は時刻t= tMi以降にYiに抜存して時開発震することができる.
このとき滞定結果Y(三 {Ylぃ・円百九})を冨定したときの経路の確率辻、経路積分表示で得ることが

























特にフィードパックによって達成される定営状態を仮定して、 R(s;s) =宗とし、号〈土2(8))10=0 = 
弓丘と有効逼度乙ffを揺動項と散逸壌の北で定義すると、式(4)は
ftMiE[O，号] ¥ 
T -Teffく(~'-. f:'~ j Ii '>
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